
第 1 0 1 6回 教 育 委 員 会 

 

平成27年10月８日  

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 会期の決定 

４ 委員長の選挙 

５ 委員長職務代理者の指定 

６ 議席の決定 

７ 報   告 

（１） 第70回国民体育大会の結果について○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○  （スポーツ保健課競技スポーツ推進室） 

（２） 平成28年度3月新規高等学校卒業予定者の就職内定状況（9月末現在）に

ついて                       （高校教育課） 

（３） 平成28年度震災による福島県等からの本県県立高等学校への受検に係

る実施要項について                 （高校教育課） 

（４） 第６次山形県教育振興計画シンポジウムについて      （総務課） 

（５） 平成27年度「地域とともにある学校づくり」推進フォーラムについて○

○○○○○○○○○○○○○               （総務課） 

（６） 「未来に伝える山形の宝」シンポジウム2015について○○○○（総務課） 

 

８ 議   題 

議第１号 山形県文化財保護条例第４条第１項の規定による山形県指定有形

文化財の指定について         （文化財・生涯学習課） 

議第２号 山形県青年の家の指定管理者の指定について○○○○○○○○○

○○                 （文化財・生涯学習課） 

議第３号 山形県朝日少年自然の家の指定管理者の指定について○○○○○

○○○○○○             （文化財・生涯学習課） 

議第４号 山形県体育館及び山形県武道館の指定管理者の指定について○○

○○○○○○○○○            （スポーツ保健課） 

議第５号 平成29年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定について

○○○○○○○○○○○            （高校教育課） 

議第６号 平成28年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部

の入学者募集について             （高校教育課） 

   

９ 閉   会 







県内 県外 合計 県内 県外 合計 県内 県外 合計 県内 県外 合計

2,4402,4402,4402,440 713713713713 3,1533,1533,1533,153 1,1581,1581,1581,158 377377377377 1,5351,5351,5351,535 47.547.547.547.5 52.952.952.952.9 48.748.748.748.7 1,2821,2821,2821,282 336336336336 1,6181,6181,6181,618

公立 1,621 539 2,160 813 299 1,112 50.2 55.5 51.5 808 240 1,048

私立 819 174 993 345 78 423 42.1 44.8 42.6 474 96 570

村山 1,147 168 1,315 498 69 567 43.4 41.1 43.1 649 99 748

最上 147 77 224 66 29 95 44.9 37.7 42.4 81 48 129

置賜 484 154 638 264 98 362 54.5 63.6 56.7 220 56 276

庄内 662 314 976 330 181 511 49.8 57.6 52.4 332 133 465

2,5212,5212,5212,521 736736736736 3,2573,2573,2573,257 1,1611,1611,1611,161 386386386386 1,5471,5471,5471,547 46.146.146.146.1 52.452.452.452.4 47.547.547.547.5 1,3601,3601,3601,360 350350350350 1,7101,7101,7101,710

▲ 81 ▲ 23 ▲ 104 ▲ 3 ▲ 9 ▲ 12 1.4 0.5 1.2 ▲ 78 ▲ 14 ▲ 92

＊　本調査には、縁故・自営・公務員を含んでいる。内定率の増減はポイント数である。

希望者数（人） 内定者数（人） 内定率（％） 未内定者数（人）
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 報告報告報告報告３－３－３－３－１１１１ 

 
 平成２８年度 

震災による福島県等からの山形県立高等学校への受検に係る実施要項 

 

１ 目的 

(1) 震災の影響により山形県（以下、「本県」という）内の小学校に転学し中

学校に入学、あるいは本県中学校に転学し、平成２８年度の本県県立高等学

校を受検しようとする生徒に対応し、円滑かつ公正な受検に資する。 

 (2) 原発事故等の影響により、福島県を中心に、本県県立高等学校へ受検しよ

うとする生徒の増加が見込まれることから、他県から受検を希望する中学生

及び本県中学生が安心して受検できる入学者選抜制度に資する。 

 

２ 本実施要項において対象となる生徒 

   本県または本県以外の中学校を卒業見込みの者で以下の項目のいずれかに

該当する者とする。 

(1) 震災で罹災した者、または罹災地域に居住しており、地域環境の悪化等に

より通常の生活を営めず避難に及んだ者 

(2) 福島第一原子力発電所の２０キロ圏内に居住しており避難に及んだ者また

は、その付近に居住しており、原発事故による放射線の影響のため地域環境

が悪化し、避難を余儀なくされた者 

(3) 福島県内の居住地から、放射線の影響により避難をした者 

 

３ 定員等 

(1) 平成２８年度入学者選抜において、震災等の影響による定員の変更はない

が、他県からの受検生の増加に対し、以下の配慮を行う。 

① 震災の影響による受検生が受検する学校にあっては、あらかじめ１学級

あたりの上限を４５名以内に定め、合格者を認定できるものとする。 

② 公立高等学校長は中学校長に対して、受検生が震災の影響による他県か

らの転校生であるか確認を求めることができる。 

中学校長は、自校の震災等の影響による転校生が本県県立高等学校に志

願する場合には、その生徒についての証明を別紙により志願先高等学校長

あて提出する。 

 (2) 志願の制限 

  ① 住民登録 

ア 本県県立高等学校を受検しようとする者は、入学までに、本県に住民

登録を行うものとする。 

イ 本県の中学校を卒業見込みの者については、本県内への住民登録を条

件としない。この場合、在籍中学校の所在地を受検生の現住所とみな

し、本県の学区制に従い受検できるものとする。 

② 学区外志願の認定については以下のとおりとする。 

ア 本県外からの志願を許可する基準は「一家転住等」である。 

イ 震災の影響の場合であっても、保護者と同居をしない転住（本人のみ

の転居等）については許可しない。ただし、保護者の認定については弾

力的に対応するものとする。 

③ 区域外就学により県内の中学校を卒業見込みの者が本県外公立高等学校

に入学志願する場合も、「山形県公立高等学校に志願しない旨の証明願」



 報告報告報告報告３－３－３－３－２２２２ 

（別記様式第５号Ｂ）を本県教育委員会教育長に２部提出すること。 

 (3) 推薦入学者選抜 

① 平成２８年３月に本県中学校を卒業見込みの生徒については、推薦入学

者選抜の受検資格があるものとし、本県への住民登録を条件としない。 

② 震災の影響により受検生が増加した場合は、学校で定める推薦による選

抜の募集人員より合格内定者を多く認定することができる。 

 (4) 一般入学者選抜 

① 震災の影響による受検者の合否の判断については、一般受検及び本県外

からの志願の規定により判断する。 

② 合格者の認定に当たっては、入学定員を超えて本県受検生の合格者が出

ないようにすること。 

 

４ 配慮事項 

(1) 入学定員の上限については、３の(1)①により県立高等学校長が判断できる

ものとするが、合格発表に先立って上限を公にすることはしない。 

(2）震災による受検生の調査書については、その扱いについて配慮する。 

(3）面接における質問の内容について配慮する。 

 

５ その他 

(1) 各県立高等学校長は、震災の影響による他県からの受検生の出願及び合格

（内定）状況を、高校教育課長に報告しなければならない。 

(2）当実施要項は、平成２８年度入選に対応したものであり、平成２９年度以

降の入学者選抜に当たっては、避難者の推移等を参考のうえ別途対応する。 



 
第６次山形県教育振興計画シンポジウム 

教教教育育育ととと地地地方方方創創創生生生  
〜〜〜６６６教教教振振振ののの果果果たたたすすすべべべききき役役役割割割ととと、、、   
                        そそそののの期期期待待待〜〜〜

平成２７年１０月２５日(日） 
           9:45〜12:00 【9:30 受付開始】 
           山形県生涯学習センター 遊学館ホール 
       山形市緑町一丁目 2-36（事務室:023-625-6411） 

 

 

 

 
      
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

時 間 

お問合せ・お申込み先：〒990-8570 山形市松波二丁目 8 番 1 号  山形県教育庁総務課  
電話 023-630-2692 FAX 023-630-2998 E-mail ykyoikusomu@pref.yamagata.jp 

会 場 

内 容 9:45 開会 
⻫唱 山形県⺠の歌「最上川」 
挨拶 
 山形県教育委員会教育⻑ 

9:50 ＜事例発表＞ 
テーマ：地方創生に励む若い⼒ 
 ①県⽴村山産業⾼等学校の取組み 
 ②山形大学の取組み 
 ③東北公益⽂科大学の取組み 
  
 ④東北芸術⼯科大学の取組み 
 ⑤南陽市⻘年グループ「⽶部」の取組み 

 
 
 
菅 野   滋 

 
 

村山産業⾼校生徒 
歌   重 義 氏 
齊 藤 春 菜 氏 
⾼ 萩   遥 氏 
山 口 裕 子 氏 
星   智 也 氏 

＜パネルディスカッション＞ 
テーマ：教育と地方創生 
〜6 教振の果たすべき役割と、その期待〜 
◯コーディネーター 
  山形大学教職大学院教授 
◯パネリスト 
  テクノ・モリオカ株式会社会⻑ 

人材育成アカデミーローズレーン代表 
株式会社ジョインセレモニー常務取締役
県教育庁教育次⻑ 

 
閉会 

 
 
 
 

出 口   毅 氏 
 

森 岡 雄 一  氏 
⿊ 田 三 佳 氏 
武 田 靖 子 氏 
中 井 義 時 

10:40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12:00 

主催：山形県教育委員会 



第６次山形県教育振興計画シンポジウム 
＜参加申込書＞ 

 

・お申込みはＦＡＸまたは、電話で、お申込みください。 

・ＦＡＸの場合、下記申込書に必要事項をご記入のうえ、そのまま送信してください。 

 

 

※お送りいただきました個人情報は、本事業以外には使用いたしません。 

＜駐⾞場のご利⽤について＞ 
◯ 「県営駐⾞場」をご利用く 

ださい。 
  ⼿続きを⾏いますと、料⾦ 

が減免されます。 
 

 

 

 

＜お問合せ・お申込み先＞ 
山形県教育庁総務課  

TEL: 023-630-2692  FAX : 023-630-2998 

ご氏名
ふりがな

   ご 所 属
よろしければ

     

ご氏名
ふりがな

   ご 所 属
よろしければ

     

ご氏名
ふりがな

   ご 所 属
よろしければ

     

ご氏名
ふりがな

   ご 所 属
よろしければ

     

ご氏名
ふりがな

   ご 所 属
よろしければ

     

申込日：   月   日 

＜手続き方法＞ 

①入館時、駐車券を１階案内に提出

してください。 

②その後、駐車券を２階ホール前の 

 受付に提示してください。 

③お帰りの際、再度、駐車券を１階

案内に提出してください。 



報告報告報告報告５－１５－１５－１５－１    

            平成平成平成平成27272727年度「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（山形会場）実施要項年度「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（山形会場）実施要項年度「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（山形会場）実施要項年度「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（山形会場）実施要項        

 

１．趣  旨   地域とともにある学校づくりを一層推進するため、コミュニティ・スクール

や学校支援地域本部等の取組の充実により、学校が地域と一体となって子供た

ちを育む、地域とともにある学校づくりの充実方策について、効果的な取組を

行う教育委員会等による事例の発表を通して、各地域における円滑かつ効果的

な導入に資することを目的とする。  

２．主  催   文部科学省  

３．共  催   山形県教育委員会  

４．開催日時   平成27年11月6日（金）13:00～16:30（受付 12:30～13:00）  

５．会  場   山形テルサ  

〒990-0828  

山形県山形市双葉町1-2-3（JR山形駅より徒歩3分）  

６．内  容   開  会  13:00～13:10  

・挨拶  

実践発表  13:10～14:25（各20分＋質疑応答）  

「コミュニティ・スクールの具体的な導入の在り方・充実に向けた方策」  

①山形県川西町教育委員会  

②鹿児島県鹿屋市教育委員会  

・コーディネーター 山形県大石田町教育委員会 教育長 布川 元  

行政説明  14:30～15:00  

文部科学省初等中等教育局参事官付企画官 藤原 一成  

パネルディスカッション  15:10～16:30  

「地域とともにある学校づくりの推進に向けて」  

・パネリスト  

宮城県石巻市教育委員会 学校教育課長 今泉 良正  

大阪府河内長野市立美加の台中学校区学校支援地域本部  

学校支援コーディネーター 大谷 裕美子  

秋田県八峰町立八森中学校 校長 皆川 雅仁  

・コーディネーター  

大分県教育センター 所長 梶原 敏明  

閉  会  16:30  

７．参 加 者   教職員、保護者、学校運営協議会委員、教育委員会関係者、その他  

８．参 加 費   無 料  

９．申込方法   ウェブサイトにて「地域とともにある学校づくり推進フォーラム」を検索く

ださい。  

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/community/suishin/detail/1358494.htm 







 

議第 １ 号 

 

山形県文化財保護条例第４条第１項の規定による山形県指定有形文化 

財の指定について 

 

山形県文化財保護条例（昭和30年８月県条例第27号）第４条第１項の規定により、

次のとおり山形県指定有形文化財に指定する。 

 

種 別 名  称 員数 所 有 者 所有者の住所 

彫刻の部 

木造毘沙門天立像 １ 

宗教法人 

立石寺 

山形市大字山寺 

4456 番地の１ 

木造大日如来坐像 １ 

宗教法人  

平泉寺 

山形市大字平清水 

番外１ 

 

提 案 理 由 

木造毘沙門天立像及び木造大日如来坐像を山形県指定有形文化財として指定する

ため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    

1－1



1－2



 

県指定文化財（答申）の概要 

種 別 有形文化財（彫刻） 

名 称 木造
もくぞう

毘沙門天
びしゃもんてん

立像
りゅうぞう

 員 数 １躯 

所在地 山形市大字山寺４４５６番地の１ 

所有者 宗教法人 立石寺 

特 色 （寸法）総高147.0㎝  像高133.3ｃｍ  

 

（形状）邪
じゃ

鬼
き

の上に立つ神 将
しんしょう

形
ぎょう

像。首筋を覆うシコロ、吹き返し、眉
ま

庇
びさし

付き

の兜
かぶと

を被る。頂上に宝珠
ほうじゅ

形の飾りを著ける。著 甲
ちゃっこう

し、顔は瞋目
しんもく

閉口相
へいこうそう

で正

面を向き、左手は屈臂
くっぴ

して前に出し掌を上に向けて持物（宝塔）を載せ、右手は

屈臂して上にあげ五指を丸めて持物（戟
げき

か）を執る。左足を軸足として腰をやや

左にひねり、右足を広げて二邪鬼の上に立つ。 

 

（構造）ケヤキ材。一木
いちぼく

丸彫像
まるぼりぞう

。頭体部は兜から両手首、足下の邪鬼まで含んで

木芯を背面近くにはずした一材から彫出し、内
うち

刳
ぐり

は施さない丸彫りとする。 

 

（制作年代）平安前期（9世紀）。ほぼ丸彫りで内刳を施さないという構造と肩幅

が広く、胸を厚く作り、脇腹を締め、さらに腰を太くするという量感を強調した

体形から、制作は平安時代前期と考えられる。制作時期の9世紀半ばは、貞観二年

（860）とされる立石寺の開基と符合する。 

 

（特色）本像は左手で持物を持ち、二邪鬼の上に立つという形勢であるが、この形

勢の像は、藤原良房（804～72）発願の新様である延暦寺根本中堂四天王多聞天像

と同形である。したがって天台宗の新様が同時期に立石寺にもたらされていたこ

とを示す。 

また、大きな舌状の胸甲の下部で締め紐をつける形式は非常に珍しいもので、本

像が東北の同時代の天部像の規範となったと考えられる。 

指定の意義  本像は平安時代前期・9世紀半ばまで遡る古作であり、貴重である。また作風も

重厚で同時代の遺品として優れたものである。 

 平安時代前期の東北の天台宗の拠点としての立石寺の歴史的意味を考える上で

も資料的価値を持つと思われ、そうした点からも県指定する意味がある。 
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木造毘沙門天立像（立石寺） 

 

正面 

 

背面 

 

左側面 

 

右側面 
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県指定文化財（答申）の概要 

種 別 有形文化財（彫刻） 

名 称 木造
もくぞう

大日如来
だいにちにょらい

坐像
ざぞう

 員 数 １躯 

所在地 山形市大字平清水番外１ 

所有者 宗教法人 平泉寺 

特 色 （寸法）像高 110.9ｃｍ 

 

（形状）胎蔵界の大日如来像。垂
すい

髻
けい

を結う。 髻
もとどり

基部に山形の飾りを著
つ

け天
てん

冠
かん

台
だい

（平彫り）を彫出する。髪際はまばら彫り。彫眼で白毫
びゃくごう

相
そう

を表し、三道を彫出

する。条帛
じょうはく

、臂釧
ひせん

、腕釧
わんせん

を著け、法界
ほっかい

定印
じょういん

を結ぶ。裙
くん

を著け右足を上にして

結跏趺坐
け っ か ふ ざ

する。 

 

（構造）頭体幹部は一材から彫出する。後頭部に内刳
うちぐり

、体部背面に背刳
せぐり

を施す。 

両手は左右とも肩、肘、手首で各矧付
はぎづけ

。それに両脚部を矧ぎつける。 

 

（制作年代）平安中期（10世紀半ば～後半期）。一木造で後頭部からの内刳と体 

部の背刳という古様の構造であること、胸が厚く、脇を引き締め、さらに腹部の

肉付けを厚くするという豊かな量感を示す体形であることから、平安時代後期以

前の制作と考えられる。また面相はやや面長で頬の張りを見せ、目を伏し目がち

とするが、それらも10世紀後半の仏像の特徴である。また条帛の肩上や脇腹部の

衣文線が浅くなるが、それも10世紀に入っての傾向である。 

 

 （特色）条帛の二重目を肩から外す形式は天台系の形式と考えられ、同じ胎蔵界

大日如来像でも、10世紀の段階で胎蔵界大日如来像の形態には天台系と真言系の

２種類の図像による造像がなされていたという証左にもなる。 

さらに同じ条帛の形式は宮城・瑞巌寺五大明王不動明王坐像（10～11ｃ）にも

見られ、平安時代の東北の天台宗の影響関係をも示唆するものと思われ、歴史的

観点からも重要な遺品と考えられる。 

 

指定の意義 平安時代中期の仏像として貴重なものであるだけでなく、胎蔵界大日如来像は

全国的にも遺品が少ない中で、本像は最古の遺品の部類に入るものと考えられる。 

また、本像は10世紀の段階で胎蔵界大日如来像の形態には天台系と真言系の2種

類の図像による造像がなされていたという証左にもなるものであり、資料的価値

が高く、そうした点からも県指定する意味がある。 
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木造大日如来坐像（平泉寺） 

 

正面 

 

背面 

 

左側面 

 

右側面 

1－7



 

1－8



○山形県文化財保護条例（昭和30年８月１日山形県条例第27号） 抜粋 

 

第２章 県指定有形文化財 

（指定） 

第４条 教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財（法第27条第１項の規定により重要文化財に指定

されたものを除く。以下同じ。）のうち県にとつて重要なものを山形県指定有形文化財（以下「県指定

有形文化財」という。）に指定することができる。 

２ 前項の規定による指定をするには、教育委員会は、あらかじめ、指定しようとする有形文化財の所有

者及び権原に基づく占有者の同意を得なければならない。ただし、所有者又は権原に基く占有者が判明

しない場合はこの限りでない。 

３ 第１項の規定による指定は、その旨を県公報で告示するとともに、当該有形文化財の所有者及び権原

に基づく占有者に通知してする。 

４ 第１項の規定による指定は、前項の規定による県公報の告示があつた日からその効力を生ずる。 

５ 第１項の規定による指定をしたときは、教育委員会は、当該県指定有形文化財の所有者に指定書を交

付しなければならない。 
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○山形県指定有形文化財指定基準 

昭和51年９月３日山形県教育委員会告示第12号 

山形県指定有形文化財指定基準を次のように定める。 

山形県指定有形文化財指定基準 

山形県指定有形文化財指定基準（昭和31年３月県教育委員会告示第３号）の全部を改正する。 

絵画、彫刻の部 

１ 各時代の遺品のうち製作優秀で我が国の文化史上貴重なもの 

２ 我が国の絵画、彫刻史上特に意義のある資料となるもの 

３ 題材、品質、形状又は技法等の点で顕著な特異性を示すもの 

４ 特殊な作者、流派又は地方様式等を代表する顕著なもの 

５ 渡来品で我が国の文化にとつて意義あるもの 

工芸品の部 

１ 各時代の遺品のうち製作が特に優秀なもの 

２ 我が国の工芸史上又は文化史上特に貴重なもの 

３ 形態、品質、技法又は用途等が特異で意義の深いもの 

４ 渡来品で我が国の工芸史上に意義深く、密接な関連を有するもの 

書跡、典籍の部 

１ 書跡類は宸（しん）翰（かん）、和漢名家筆跡、古筆、墨跡、法（ほう）帖（じよう）等で、我が国

の書道史上の代表と認められるもの又は我が国の文化史上貴重なもの 

２ 典籍類のうち写本類は、和書、漢書、仏典及び洋書の原本又はこれに準ずる写本で我が国の文化史上

貴重なもの 

３ 典籍類のうち版本類は、印刷史上の代表で我が国の文化史上貴重なもの 

４ 書跡類、典籍類で歴史的又は系統的にまとまつて伝存し、学術的価値の高いもの 

５ 渡来品で我が国の文化にとつて意義のあるもの 

古文書の部 

１ 古文書類は、我が国の歴史上重要と認められるもの 

２ 日記、記録類（絵画、系図類を含む。）は、その原本又はこれに準ずる写本で我が国の文化史上貴重

なもの 

３ 木簡、印章、金石文等は記録性が高く、学術上重要と認められるもの 

４ 古文書類、日記、記録類等で歴史的又は系統的にまとまつて伝存し、学術的価値の高いもの 

考古資料の部 

１ 土器、石器、骨格牙器、玉その他縄文時代及びそれ以前の遺物で学術的価値の特に高いもの 

２ 銅鐸、銅剣、銅鉾その他弥生時代の遺物で学術的価値の特に高いもの 

３ 古墳の出土品その他古墳時代の遺物で学術的価値の特に高いもの 

４ 宮殿・官衙・寺院跡、墓、経塚等の出土品その他飛鳥・奈良時代以後の遺物で学術的価値の特に高い

もの 

５ 渡来品で我が国の歴史上意義が深く、かつ、学術的価値の特に高いもの 

歴史資料の部 

１ 政治、経済、社会、文化等我が国の歴史上の各分野における重要な事象に関する遺品のうち学術的価

値の高いもの 

２ 我が国の歴史上重要な事象又は人物に関する遺品で歴史的又は系統的にまとまつて伝存し、学術的価

値の高いもの 

３ 我が国の歴史上重要な人物に関する遺品のうち学術的価値の高いもの 

４ 渡米品で我が国の歴史上意義が深く、かつ、学術的価値の高いもの 

建造物の部 

建築物（社寺、城郭（かく）、住宅、公共施設等）及びその他の工作物（橋梁（りよう）、石塔、鳥居

等）の各時代建造遺構及びその部分並びに建造物の模型、厨（ず）子、仏壇（だん）等で建築技法になる

もののうち次の各号の一に該当するもの 

(１) 意匠的に優秀なもの 

(２) 技術的に優秀なもの 

(３) 歴史的価値の高いもの 

(４) 学術的価値の高いもの 

(５) 流派的又は地方的特色において顕著なもの
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 ２－１２－１２－１２－１    

議第 ２ 号 

 

山形県青年の家の指定管理者の指定について 

 

山形県青年の家の指定管理者の指定について、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第 244 条の２第３項の規定により、次のとおり指定する。 

 

１ 公の施設の名称  山形県青年の家 

２ 指定する団体  山形市大字志戸田 550 番地 

 山形県青年の家管理企業体 

３ 指 定 の 期 間  平成 28 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで 

 

提 案 理 由 

山形県青年の家の指定管理者を指定するため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    

 

  



３－１３－１３－１３－１    

議第 ３ 号 

 

山形県朝日少年自然の家の指定管理者の指定について 

 

山形県朝日少年自然の家の指定管理者の指定について、地方自治法（昭和 22 年法

律第 67 号）第 244 条の２第３項の規定により、次のとおり指定する。 

 

１ 公の施設の名称  山形県朝日少年自然の家 

２ 指定する団体   山形市鉄砲町二丁目 13 番 18 号 

           株式会社ヤマコー 

３ 指 定 の 期 間  平成 28 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで 

 

提 案 理 由 

山形県朝日少年自然の家の指定管理者を指定するため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    

 

  



 

４４４４－１－１－１－１    

議第 ４ 号 

 

山形県体育館及び山形県武道館の指定管理者の指定について 

 

山形県体育館及び山形県武道館の指定管理者の指定について、地方自治法（昭和 22

年法律第 67 号）第 244 条の２第３項の規定により、次のとおり指定する。 

 

１ 公の施設の名称  山形県体育館及び山形県武道館 

２ 指定する団体   山形市長苗代 61 番地 

           公益財団法人山形市体育協会 

３ 指 定 の 期 間  平成 28 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで 

 

提 案 理 由 

山形県体育館及び山形県武道館の指定管理者を指定するため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    

 



５－１５－１５－１５－１    

議第 ５ 号 

 

平成 29 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針の決定について 

 

 平成 29 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針を別紙のとおり決定する。 

 

   提 案 理 由 

 平成 29 年度における山形県立高等学校入学者選抜に係る基本方針を定める必要が

あるため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    



５－２５－２５－２５－２    

平成平成平成平成 29292929 年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針年度山形県立高等学校入学者選抜基本方針（案）（案）（案）（案）    

 

 平成 29 年度山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程の入学者選抜は、次の方針に基づ

いて行う。 

 

１ 入学者の募集は、県教育委員会の公告に基づき、各高等学校長が行う。 

なお、教育長が特に必要と認める場合は、第２次募集を行うことができる。 

２ 入学志願は次の各号に定めるところによる。 

(1) 入学志願は１人１校とし、在籍又は出身の中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教

育学校の後期課程若しくは中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という）の校長を経由し

て行うものとする。 

(2) 入学志願に係る通学区域は、「山形県立中学校及び高等学校の通学区域に関する規則」（昭和

24 年３月県教育委員会規則第４号）の定めるところによる。 

(3) ２校以上に同時に志願した者は、選抜の対象から除外する。 

３ 入学者の選抜は、各高等学校長が、それぞれ次の各号に定めるところにより行う一般入学者選

抜、推薦入学者選抜及び連携型入学者選抜のうちいずれかの選抜方法により、各高等学校、学科

等の特色に配慮しつつ、その教育を受けるに足る能力・適性等を判定して行う。 

  また、選抜は、中学校における学習等の諸活動の記録及び県教育委員会が実施する学力検査の

成績等の資料に基づいて行うものとする。 

(1) 一般入学者選抜は、次に定めるところにより行う。 

ア 中学校長から送付された調査書及び学力検査の成績に基づき選抜する。ただし、体育科及

び音楽科の選抜においては、適性検査を行い、その結果を選抜の資料として加えるものとす

る。 

イ 調査書中の各教科の評定と学力検査の成績の比率は、高等学校長が定める。 

ウ 選抜に当たっては、面接を行うものとし、高等学校長は、その結果を選抜の資料に加える

ことができる。 

(2) 推薦入学者選抜は、専門学科と総合学科において、必要に応じて、次に定めるところにより 

行う。 

ア 推薦入学者選抜は自己推薦によるものとする。この場合、学力検査を行わずに、自己推薦

書、調査書及び面接に基づき選抜する。ただし、体育科及び音楽科の選抜においては、適性

検査を行い、その結果を選抜の資料として加えるものとする。 

イ 必要に応じて作文、実技検査及び当該高等学校作成の基礎学力検査を課し、これらの結果

等を選抜の資料に加えることができる。 

(3) 連携型入学者選抜は、中高一貫教育を行う連携型中学校から連携型高等学校への入学者の選

抜に当たり、次に定めるところにより行う。 

ア 学力検査を行わず､「学習のまとめ」及び面接に基づき選抜する。 

４ 調査書を選抜の資料とする場合は、調査書中の「特別活動等の記録」及びその他の記録にも十

分留意するものとする。 

５ 学力検査は、次の各号に定めるところにより行う。 

(1) 学力検査は、平成 29 年３月 10 日（金）に同一問題で一斉に行う。 

 (2) 学力検査は、すべての学校・課程・学科において国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）

について行う。 

(3) 学力検査の問題は、中学校学習指導要領（平成 20年文部科学省告示第 28号）に基づいて出

題する。 



５－３５－３５－３５－３    

(4) 検査時間は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 50分とする。 

 (5) 配点は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）それぞれ 100 点とする。ただし､高等学

校長が必要と認めるときは、特定教科の配点の比重を変更することができる。 

６ 高等学校長が必要と認め、自己申告等に関する書類が提出された場合は、これを選抜の資料と

して用いることができる。 

７ 合格者の発表は、平成 29年３月 17日（金）に受検番号によって行う。 

８ 国立諸学校を受験して合格した志願者については、在籍又は出身の中学校長は、志願先の高等

学校長に対し、国立諸学校への入学の諾否を報告しなければならない。 

９ その他入学者選抜の実施上必要な事項は、別に定める入学者選抜実施要項に示す。 

 

付 記 

１ 高等学校専攻科の入学者選抜については、別に定める。 

２ 定時制の課程における成人の入学者選抜及び通信制の課程における入学者選考については、

別に定める入学者選抜実施要項に示す。 

 



６－１６－１６－１６－１    

議第 ６ 号 

 

平成 28 年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入 

学者募集について 

 

 平成 28 年度山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学者を別紙

のとおり募集する。 

 

   提 案 理 由 

 平成 28 年度における山形県立高等学校及び山形県立特別支援学校の高等部の入学

者の募集を行う必要があるため提案するものである。 

 

平成 27 年 10 月８日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    

 



１　山形県立高等学校全日制の課程及び定時制の課程

入学定員

山形県立 普通 240

同 普通 240

理数 40

同 普通 240

同 普通 160

音楽 40

同 工業 機 械 シ ス テ ム 80

電 子 シ ス テ ム 40

情 報 シ ス テ ム 40

建 築 シ ス テ ム 40

環 境 シ ス テ ム 40

同 普通 160

体育 80

同 普 通 午前 40

午後 40

夜 40

同 普通 200

農業 食 料 生 産 40

商業 情 報 経 営 40

同 総合 160

同 家庭 食 物 40

福 祉 40

看護 看 護 40

同 普通 200

同 工業 機 械 40

電 子 機 械 40

情 報 技 術 40

同 普通 120

同 総合 120

同 農業 農 業 経 営 40

農 業 環 境 40

工業 機 械 40

電 子 情 報 40

商業 流 通 ビ ジ ネ ス 40

同 普通 200

同 総合 160

同 普通 200 普 通 夜 40

最 上 校 普通 40

同 普通 120

商業 総 合 ビ ジ ネ ス 40

金 山 校 普通 40

同 農業 生 物 生 産 40

生 物 環 境 40

工業 機 械 電 気 40

環 境 デ ザ イ ン 40

真 室 川 校 普通 40

別　紙

学　校　名

全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程

設 置 学 科 設 置 学 科 入学定員

特　　　記

新 庄 南 高 等 学 校

新庄神室産業高等学校

寒河江工業高等学校

谷 地 高 等 学 校

左 沢 高 等 学 校

新 庄 北 高 等 学 校

村山産業高等学校

寒 河 江 高 等 学 校

上山明新館高等学校

霞城学園高等学校

山形中央高等学校

山形工業高等学校

山 形 西 高 等 学 校

山 形 北 高 等 学 校

山 形 東 高 等 学 校

山 形 南 高 等 学 校

山 辺 高 等 学 校

天 童 高 等 学 校

北 村 山 高 等 学 校

東桜学館高等学校
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入学定員

同 普通 160

理数 40

同 普通 160

同 工業 機 械 40 工 業 産 業 夜 40

生 産 デ ザ イ ン 40

電 気 情 報 40

建 築 40

環 境 工 学 40

同 商業 総 合 ビ ジ ネ ス 80

情 報 ビ ジ ネ ス 40

同 農業 生 物 生 産 40

園 芸 福 祉 40

食 料 環 境 40

同 普通 200

同 総合 120

同 普通 200

同 工業 機 械 シ ス テ ム 40

電 子 シ ス テ ム 40

福祉生産システム 40

同 総合 80

同 普通 80

同 普通 160

理数 40

山 添 校 普通 40

同 普通 160

同 工業 機 械 40 工 業 工業技術 夜 40

電 気 電 子 40

情 報 通 信 40

建 築 40

環 境 化 学 40

同 普通 120

総合 160

同 水産 海 洋 技 術 40

海 洋 資 源 40

同 農業 生 物 生 産 40

園 芸 科 学 40

生 物 環 境 40

同 総合 120

同 普通 200

同 普通 200 普　通 夜 40

同 普通 80

工業 機 械 40

電 子 機 械 40

エ ネ ル ギ ー 技 術 40

環 境 技 術 40

商業 ビ ジ ネ ス 流 通 40

ビ ジ ネ ス 会 計 40

情報 40

同 総合 40

設 置 学 科 設 置 学 科 入学定員

遊 佐 高 等 学 校

酒 田 東 高 等 学 校

酒田光陵高等学校

酒 田 西 高 等 学 校

庄内総合高等学校

加茂水産高等学校

鶴岡中央高等学校

鶴岡工業高等学校

荒 砥 高 等 学 校

鶴 岡 北 高 等 学 校

南 陽 高 等 学 校

長井工業高等学校

小 国 高 等 学 校

鶴 岡 南 高 等 学 校

高 畠 高 等 学 校

長 井 高 等 学 校

米沢商業高等学校

米沢工業高等学校

米 沢 東 高 等 学 校

学　校　名

　一般入学者選抜におい

て、普通科と理数科は、ま

とめて募集する。

全 日 制 の 課 程 定 時 制 の 課 程

特　　　記

米沢興譲館高等学校

庄内農業高等学校

置賜農業高等学校

　一般入学者選抜におい

て、普通科と理数科は、ま

とめて募集する。

　全日制の課程において、

機械科と生産デザイン科、

建築科と環境工学科は、そ

れぞれまとめて募集する。
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２　山形県立高等学校通信制の課程

同

３　山形県立特別支援学校の高等部

入学定員

若干名

若干名

同 若干名

同 14

同 14

同 若干名

同 14

同 14

同 14

同 11

同 11

同 11

同 24

同 16

４　山形県立高等学校専攻科

山形県立

５　山形県立特別支援学校の高等部専攻科

山形県立

服　　　飾 40

山 辺 高 等 学 校

（注）受入れ区域について特別な事情がある場合には、校長が調整する。

学　校　名 設置学科 入学定員

山形県立 山 形 盲 学 校 　県下一円

学　校　名 設置学科 入学定員

山形県立 霞城学園高等学校

普　　　通 120

鶴 岡 南 高 等 学 校 普　　　通 80

学　校　名 受入れ区域 設置学科

普　　通

保健理療

山 形 養 護 学 校 　県下一円 普　　通

山 形 聾 学 校 　県下一円 普　　通

米 沢 養 護 学 校

　米沢市、長井市、南陽市、高畠町

　川西町、小国町、白鷹町、飯豊町

普　　通

ゆきわり養護学校 　県下一円 普　　通

鶴 岡 養 護 学 校 　鶴岡市、庄内町、三川町 普　　通

新 庄 養 護 学 校

　新庄市、金山町、最上町、舟形町

　真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村

普　　通

酒田特別支援学校 　酒田市、遊佐町 普　　通

村山特別支援学校 　山形市、上山市、天童市、山辺町、中山町 普　　通

　村山市、天童市、東根市、尾花沢市

　大石田町

普　　通楯岡特別支援学校

学　校　名 受入れ区域 設置学科 入学定員

上山高等養護学校

　山形市、米沢市、寒河江市、上山市

　村山市、長井市、天童市、東根市

　尾花沢市、南陽市、山辺町、中山町

　河北町、西川町、朝日町、大江町

　大石田町、高畠町、川西町、小国町

　白鷹町、飯豊町

普　　通

鶴岡高等養護学校

　鶴岡市、酒田市、新庄市、金山町

　最上町、舟形町、真室川町、大蔵村

　鮭川村、戸沢村、庄内町、三川町、遊佐町

普　　通

普　　通

同 山 形 聾 学 校 県下一円

商業技術

楯岡特別支援学校

大 江 校

　寒河江市、河北町、西川町、朝日町

　大江町

山 形 盲 学 校 県下一円 理　　療 若干名

若干名

生産技術 若干名

看　　　護 40
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